
 

 1 / 4 
 

令和 8 年度 社会教育主事講習実施要項 

1. 目  的 

   本講習は，社会教育法（昭和 24年法律第 207 号）第 9条の 5 の規定及び社会教育主事講習

等規程（昭和 26 年文部省令第 12 号）に基づき実施するもので，社会教育主事の職務を遂行

するのに必要な専門的知識，技能を修得させ，社会教育主事になりうる資格を付与すること

を目的とする。 

2. 実施機関  広島大学（文部科学省委託事業） 

3. 開催期間及び実施場所   

開催期間 ： 令和 8年 7月 21 日（火）～令和 8年 8月 20 日（木） 

  会  場 ： 広島大学教育学部（〒739-8524 東広島市鏡山一丁目 1番 1 号）他 

   ※オンライン講習期間：7 月 21日（火）～7 月 24 日（金），7月 27日（月） 

   ※ 現 地 実 習 ：7 月 25日（土）[島根班のみ， 7 月 26 日（日）に実施] 

              現地実習は広島班，島根班，山口班の 3 班に分かれて実施する。 

   ※ 対 面 講 習 期 間 ：7 月 28日（火）～8 月 20 日（木） 

   ※対面講習期間中に非常変災等が発生した場合，及び新型コロナウィルス感染症等が拡大

した場合は，オンライン講習等に切り替える可能性あり。 

4. 受講資格  社会教育主事講習等規程第 2 条各号のいずれかに該当する者 

＜参照＞社会教育主事講習等規程（昭和二十六年文部省令第十二号） 

https://laws.e-gov.go.jp/law/326M50000080012?occasion_date=20260401 

5. 受講定員  50 名 

6. 開設科目・単位 

  社会教育主事講習等規程第 3 条の規定により 4 科目，8単位を開設する。 

7. 講習日程・科目詳細  ＜参照＞（別表 1），（別表 2） 

8. 受講申込の方法 

（1）受講希望者は，次の書類を整え，居住地又は勤務地の都道府県教育委員会に電子データで

提出すること。提出期限は教育委員会毎に異なるため，提出先の教育委員会に確認すること。 

    〇HP 上にある「別紙１_受講申込様式（Excel ファイル）」を使用すること。 

    〇提出する電子データのファイル名は次のルールに従って名前を付けること。 

    【氏名】＋ファイル名＋「.pdf」or「.xlsx」 例）【広大太郎】教員免許状.pdf 

① 「受講申込書」【様式 1】 

② 「受講資格を証明する関係書類（下記のいずれか該当する者） 

イ「卒業（修了）証明書」（規程第 2条第 1 号，3号該当者） 

 ※大学在学中若しくは，大学中退の場合，「大学に 2 年以上在学して 62 単位以上を
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修得したことが確認できる大学発行の証明書」（規程第 2 条第 1号該当者） 

 ※短期大学卒業と同等以上の方の場合，課程を修了したことが確認できる教育機関発

行の証明書」（規程第 2条第 3 号該当者） 

 ※証明書については，申込み前 3ヶ月以内に発行したものを添付すること。 

ロ 「教員免許の写し，又は教育職員免許状授与証明書」（規程第 2 条第 2号該当者） 

  ※教員免許状の写しを提出する場合は，所属長又は所轄長の原本証明を得ること。 

ハ「所属長の勤務証明書」（規程第 2条第 4～6 号該当者）【様式 2】 

③ 講習科目の代替に係る書類（該当者のみ）【様式 3】 

社会教育主事講習等規程第 7 条第 2 項及び第 3 項の規定により，大学における科目の既

修得単位及び文部科学大臣が定める学修をもって，本講習において受講者が修得すべき

科目の単位として認定を希望する場合は，「社会教育主事講習単位修得認定申請書」【様式

3】に必要事項を記入の上，当該科目に相当する科目の単位を修得したことの証明書類（単

位修得証明書，又は，大学の成績証明書とシラバス等社会教育主事養成課程の単位がわか

る資料）を添付すること。 

※ 広島大学において実施する本講習では，「生涯学習概論」「生涯学習支援論」「社会教育

経営論」「社会教育演習」（「社会教育演習」は広島大学において実施している本講習で単

位を修得したものに限る。）について科目代替を認める。 

④ 証明書等提出申請書【様式 4】 

⑤ 「府県又は市町村教育委員会の受講推薦状」（該当者のみ）【様式 5】 

※所属自治体又は教育委員会から推薦状の交付を受けた者のみ 

※推薦状は,「都道府県又は市区町村の長」もしくは「都道府県教育委員会教育長又は市 

区町村教育委員会教育長」が発行したものに限る。 

⑥ 「戸籍抄本」（該当者のみ） 

上記②の証明書に記載の氏名と現在の氏名が異なる者の場合は，提出すること。 

⑦ 「社会教育主事講習修了証書（写し）」（該当者のみ） 

令和元年度以前に社会教育主事講習を修了しており，「生涯学習支援論」「社会教育経営

論」を受講する者の場合は，提出すること。その場合，上記② 受講資格を証明する関係

書類の提出は省略可とする。 

（2）受講申込を受付した教育委員会は，受講資格の有無を審査し，とりまとめの上， 

令和 8年 6月 19 日（金）までに下記提出先に電子データにて送付すること。 

    書類提出先：〒739-8524 東広島市鏡山一丁目 1番 1号 

          広島大学教育学系総括支援室 

    電子媒体提出先：ed-ken-zai@office.hiroshima-u.ac.jp  
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9．その他の事項 

 （1）分割履修 

   講習の受講は，原則として全科目を一括して履修することが望ましいが，受講者の都合に

より，一部科目の受講も可とする。 

（2）受講者の決定 

① 受講者の決定及び既修得単位等の認定については，広島大学が社会教育主事講習運営委

員会の意見を聴取した上で決定する。なお，受講者の決定に必要な書類等で不備な点が

ある場合は，審査の対象から除外することがあるので注意すること。 

② 受講許可書は，7月中旬頃本人宛に送付するとともに，県教育委員会にも受講許可者名を

通知する。 

③ 講習科目の既修得単位等の認定を希望した者については，受講許可書とともに単位修得

認定書を本人宛に交付する。また，県教育委員会にもその認定書の写しを送付する。 

（3）受講に要する経費 

  受講料は徴収しないが，次の経費は受講者負担とする。 

① 受講に伴う旅費，宿泊費，食費等 

※「社会教育施設の実地視察」に係る交通費・施設使用料についても，受講者負担とす

る。 

② オンライン講習における機器設備や通信代金等。 

③ 研究集録代及び資料等の諸経費を徴収する。 

・社会教育演習   5,000 円（研究集録代及び送料を含む。） 

・生涯学習支援論    500 円 

・社会教育経営論    500 円 

（4）修了証書・単位修得証明書 

社会教育主事講習等規定第 8 条により、本講習において「社会教育主事講習等規定第 3 条

規定により 8 単位以上の単位を修得したと認めた者」に対して、受講終了後、講習の「修了

証書」を授与する。 

なお、一部の単位を修得した方に対しては修得した科目の「単位修得証明書」を交付する。 

（5）本講習に関する事務連絡，問合せ先 

広島大学教育学系総括支援室 

    E-mail   ed-ken-zai@office.hiroshima-u.ac.jp 

講習 HP  https://www.hiroshima-u.ac.jp/ed/syakyo 

  ＜個人情報の取扱い＞ 
 
  

社会教育主事講習を通じて取得した個人情報は，社会教育主事講習及び 
修了手続き並びに調査統計を行うために利用するものであり，他の目的で 
の利用又は第三者へ提供することはありません。 
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令和 8 年度 社会教育主事講習受講者諸注意 
1．出席に関する注意事項（重要） 

    全日程への出席が前提です。業務・私的理由による欠席は原則不可。 

    各科目で出席時間が 5 分の 4 以上でなければ単位修得不可。 

    1 コマあたり 20 分超の遅刻・早退・途中退室（オンライン環境の不具合を含む。）は， 

欠席扱いとします。 

    申込前に勤務先・家庭等と調整し，全日程参加可能であることを確認してください。 

2．オンライン講習に必要な環境 

  事務局では，受講者のパソコンやインターネット環境のサポートはできません。 

  受講開始前までにご自身の責任において，しっかりと準備してください。 

  受講にあたっては，講習に専念できる環境をつくるとともに，カメラをオンにして 

  運営者が受講の様子を確認できるようカメラの位置や光源を調整して受講してください。 

 ＜通信環境＞ 

    通信量が多いため，通信量制限のない安定したネット回線を準備してください。 

   - 通信速度 ブロードバンド環境 ※下り 10Mbps 以上を推奨 

通信費は自己負担となります。 

  ＜受講機器＞ 

    以下の条件を満たすパソコンをご用意ください。 

    - Web カメラ・マイク機能付き 

    - イヤフォンまたはヘッドセットの使用を推奨 

    - 有線 LAN 接続を推奨 

    - スマートフォン・タブレットでの受講は不可 

3．対面講習に必要な機器 

    グループワーク・レポート作成のため，ノート PC持参必須です。 

    OS 要件： Windows 11 以降，MacOS（サポート対象バージョン） 

    管理者権限を本人が有する PC端末が望ましいです。 

4．宿泊について 

    宿泊の斡旋は行っておりません。宿泊が必要な場合は，各自で手配してください。 

5．マスク着用について 

    着用は個人の判断に委ねます。咳・くしゃみ等の症状がある場合は，マスク着用を推奨。 

6．ケガ・病気等の備えについて 

講習及び移動中の事故やケガ・病気等に備え，傷害保険に加入するなど各自の責任で万全

を期してください。また，万一の場合に備えて，健康保険証及び個人の常用薬を持参して

ください。 

 

 

 

 



日付 曜日 8:50-10:20 10:30-12:00 12:50-14:20 14:35-16:05 16:20-17:50

7/21 火
開講式・

オリエンテーション

社会教育と
生涯学習の理念
（松田［弥］）

【生涯学習概論】

社会教育主事・社会教育士
の職務
　（福永）

【生涯学習概論】

社会教育の歴史と
福祉の視点
（松田［武））

【生涯学習概論】

7/22 水

教育行政の動向と
社会教育
（滝沢）

【生涯学習概論】

社会教育行政と地域福祉
（松田[武]）

【生涯学習概論】

ソーシャル・キャピタルと
社会教育
（杉田）

【生涯学習概論】

生涯学習振興施策の動向
（文部科学省担当官）
【生涯学習概論】

7/23 木
学校教育と社会教育

（曽余田）
【生涯学習概論】

生涯学習社会に
おける学校
（曽余田）

【生涯学習概論】

家庭教育支援と社会教育
（松田［愛］）

【生涯学習概論】

人権と社会教育
（横藤田）

【生涯学習概論】

7/24 金

地域・学校の
連携・協働の展開
（志々田）

【生涯学習概論】

地域・学校の
連携・協働と社会教育

（志々田）
【生涯学習概論】

社会教育と団体、
学習支援者
（青山）

【生涯学習概論】

社会教育の
国際的動向
（澤野）

【生涯学習概論】

7/25 土

社会教育施設の
実地視察（1）

（各県教委・松田[弥]）
【社会教育演習】

社会教育施設の
実地視察（2）

（各県教委・松田[弥]）
【社会教育演習】

社会教育施設の
実地視察（3）

（各県教委・松田[弥]）
【社会教育演習】

社会教育施設の
実地視察（4）

（各県教委・松田[弥]）
【社会教育演習】

※島根班のみ，
7/26(日)に実施。

現
地
実
習

7/26 日

7/27 月

社会教育行政の
経営戦略と計画策定

（久井）
【社会教育経営論】

学習課題の把握と
社会教育調査
（久井）

【社会教育経営論】

地域活性化、人材育成と
社会教育
（農中）

【社会教育経営論】

公民館と社会教育
（内田）

【社会教育経営論】

オ

ン

ラ

イ

ン

7/28 火 オリエンテーション

実地視察の
振り返り（1）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

実地視察の
振り返り（2）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

7/29 水

実地視察の
成果発表・共有（1）
（各県教委・松田[弥]）
【社会教育演習】

実地視察の
成果発表・共有（2）
（各県教委・松田[弥]）
【社会教育演習】

個人レポート演習
事前指導
（松田［弥］）

【社会教育演習】

個人レポート指導（1）
（各班担当講師）
【社会教育演習】

7/30 木

学習プログラム作成の
基本的視点
（松田［弥］）

【生涯学習支援論】

学習プログラム作成の
実際

（松田［弥］）
【生涯学習支援論】

成人学習の理論
（赤尾）

【生涯学習支援論】

成人学習者の理解
（赤尾）

【生涯学習支援論】

7/31 金
図書館と社会教育

（佐藤）
【社会教育経営論】

高齢社会とまちづくり
（菅原）オンライン
【生涯学習支援論】

共生社会と学習をめぐる
現状と課題
（松田［弥］）

【生涯学習支援論】

地域福祉実践の
現状と課題
（草羽）

【生涯学習支援論】

8/1 土

8/2 日

8/3 月

社会教育の
方法・形態の理論

（清國）
【生涯学習支援論】

社会教育の
方法・形態の実際

（清國）
【生涯学習支援論】

ファシリテーションの
基本
（清國）

【生涯学習支援論】

ファシリテーションの
実際
（清國）

【生涯学習支援論】

8/4 火
カウンセリングの理論

（石田）
【生涯学習支援論】

カウンセリングの実際
（石田）

【生涯学習支援論】

学習支援の実際
（竹田）

【生涯学習支援論】

学習プログラム演習
事前指導(1)
（松田［弥］）

【社会教育演習】

学習プログラム演習
事前指導(2)
（松田［弥］）

【社会教育演習】

8/5 水

アクティブ・ラーニングの
意義と課題
（吉田）

【生涯学習支援論】

博物館と社会教育
（伊藤）

【社会教育経営論】

社会教育における
コーディネート
（岡田［正］）

【社会教育経営論】

社会教育における
ネットワーク
（岡田［正］）

【社会教育経営論】

8/6 木

社会教育における
広報戦略
（岡田［真］）

【社会教育経営論】

NPOと社会教育
（藤本）

【社会教育経営論】

まちづくりと社会教育
（藤本）

【社会教育経営論】

学習成果の評価
（山川）

【社会教育経営論】

学習成果の活用
（山川）

【社会教育経営論】

8/7 金
住民自治と社会教育

（牧野）
【社会教育経営論】

これからの社会教育・
生涯学習
（牧野）

【社会教育経営論】

個人レポート指導（2）
（各班担当講師）
【社会教育演習】

個人レポート指導（3）
（各班担当講師）
【社会教育演習】

8/8 土

8/9 日

8/10 月

8/11 火

8/12 水

8/13 木

8/14 金

8/15 土

8/16 日

8/17 月
個人レポートの作成（1）

（松田［弥］）
【社会教育演習】

個人レポート中間発表(1)
（松田［弥］）

【社会教育演習】

個人レポート中間発表(2)
（松田［弥］）

【社会教育演習】

個人レポートの作成（2）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

8/18 火
個人レポートの作成（3）

（松田［弥］）
【社会教育演習】

個人レポートの作成（4）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

個人レポートの作成（5）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

個人レポートの作成（6）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

8/19 水

個人レポートの
発表・共有（1）
（各班担当講師）
【社会教育演習】

個人レポートの
発表・共有（2）
（各班担当講師）
【社会教育演習】

個人レポートの作成（7）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

個人レポートの作成（8）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

8/20 木

学習プログラム案の
作成（1）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

学習プログラム案の
作成（2）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

学習プログラム案の
発表・共有（1）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

学習プログラム案の
発表・共有（2）
（松田［弥］）

【社会教育演習】

閉講式・
事務連絡
30分

（別表1）令和8年度社会教育主事講習日程
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科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講義の種別 実施方法 認定方法 備考

7/21 ( 火 ) 12:50-14:20 2 社会教育と生涯学習の理念 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 講義 オンライン講義 レポート

7/21 ( 火 ) 14:35-16:05 2 社会教育主事・社会教育士の職務 東広島市教育文化振興事業団　学び推進本部長 福永　崇志 講義 オンライン講義 〃

7/21 ( 火 ) 16:20-17:50 2 社会教育の歴史と福祉の視点 名古屋大学名誉教授 松田　武雄 講義 オンライン講義 〃

7/22 ( 水 ) 10:30-12:00 2 教育行政の動向と社会教育 広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 滝沢　潤 講義 オンライン講義 〃

7/22 ( 水 ) 12:50-14:20 2 社会教育行政と地域福祉 名古屋大学名誉教授 松田　武雄 講義 オンライン講義 〃

7/22 ( 水 ) 14:35-16:05 2 ソーシャル・キャピタルと社会教育 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 杉田　浩崇 講義 オンライン講義 〃

7/22 ( 水 ) 16:20-17:50 2 生涯学習振興施策の動向 文部科学省担当官 講義 オンライン講義 〃

7/23 ( 木 ) 10:30-12:00 2 学校教育と社会教育 広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 曽余田　浩史 講義 オンライン講義 〃

7/23 ( 木 ) 12:50-14:20 2 生涯学習社会における学校 広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 曽余田　浩史 講義 オンライン講義 〃

7/23 ( 木 ) 14:35-16:05 2 家庭教育支援と社会教育 広島県文化芸術課（社会教育士） 松田　愛子 講義 オンライン講義 〃

7/23 ( 木 ) 16:20-17:50 2 人権と社会教育 広島大学大学院人間社会科学研究科　名誉教授 横藤田　誠 講義 オンライン講義 〃

7/24 ( 金 ) 10:30-12:00 2 地域・学校の連携・協働の展開 国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官 志々田　まなみ 講義 オンライン講義 〃

7/24 ( 金 ) 12:50-14:20 2 地域・学校の連携・協働と社会教育 国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官 志々田　まなみ 講義 オンライン講義 〃

7/24 ( 金 ) 14:35-16:05 2 社会教育と団体、学習支援者 文教大学人間科学部　准教授 青山　鉄兵 講義 オンライン講義 〃

7/24 ( 金 ) 16:20-17:50 2 社会教育の国際的動向 聖心女子大学・現代教養学部科　教授 澤野　由紀子 講義 オンライン講義 〃

小　計 30.0

科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講義の種別 実施方法 認定方法 備考

7/30 ( 木 ) 10:30-12:00 2 学習プログラム作成の基本的視点 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 講義 対面 レポート

7/30 ( 木 ) 12:50-14:20 2 学習プログラム作成の実際 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 講義・演習 対面 〃

7/30 ( 木 ) 14:35-16:05 2 成人学習の理論 関西大学文学部　名誉教授・特別契約教授 赤尾　勝己 講義 対面 〃

7/30 ( 木 ) 16:20-17:50 2 成人学習者の理解 関西大学文学部　名誉教授・特別契約教授 赤尾　勝己 講義 対面 〃

7/31 ( 金 ) 12:50-14:20 2 高齢社会とまちづくり 武蔵野大学ウェルビーイング学部　教授 菅原　育子 講義 オンライン講義 〃

7/31 ( 金 ) 14:35-16:05 2 共生社会と学習をめぐる現状と課題 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 講義 対面 〃

7/31 ( 金 ) 16:20-17:50 2 地域福祉実践の現状と課題 NPO法人　エス・アイ・エヌ　理事長 草羽　俊之 講義 対面 〃

8/3 ( 月 ) 10:30-12:00 2 社会教育の方法・形態の理論 大分大学大学院教育学研究科　教授 清國　祐二 講義 対面 〃

8/3 ( 月 ) 12:50-14:20 2 社会教育の方法・形態の実際 大分大学大学院教育学研究科　教授 清國　祐二 講義 対面 〃

8/3 ( 月 ) 14:35-16:05 2 ファシリテーションの基本 大分大学大学院教育学研究科　教授 清國　祐二 講義 対面 〃

8/3 ( 月 ) 16:20-17:50 2 ファシリテーションの実際 大分大学大学院教育学研究科　教授 清國　祐二 講義・演習 対面 〃

8/4 ( 火 ) 08:50-10:20 2 カウンセリングの理論 広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 石田　弓 講義 対面 〃

8/4 ( 火 ) 10:30-12:00 2 カウンセリングの実際 広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 石田　弓 講義・演習 対面 〃

8/4 ( 火 ) 12:50-14:20 2 学習支援の実際 島根県教育庁　浜田教育事務所（元・川本町社会教育主事） 竹田　進吾 講義 対面 〃

8/5 ( 水 ) 10:30-12:00 2 アクティブ･ラーニングの意義と課題 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 吉田　成章 講義 対面 〃

小　計 30.0

科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講義の種別 実施方法 認定方法 備考

7/27 ( 月 ) 10:30-12:00 2 社会教育行政の経営戦略と計画策定 法政大学キャリアデザイン学部　教授 久井　英輔 講義 オンライン講義 レポート

7/27 ( 月 ) 12:50-14:20 2 学習課題の把握と社会教育調査 法政大学キャリアデザイン学部　教授 久井　英輔 講義 オンライン講義 〃

7/27 ( 月 ) 14:35-16:05 2 地域活性化、人材育成と社会教育 鹿児島大学法文学部　准教授 農中　至 講義 オンライン講義 〃

7/27 ( 月 ) 16:20-17:50 2 公民館と社会教育 岡山市立西大寺公民館長 内田　光俊 講義 オンライン講義 〃

7/31 ( 金 ) 10:30-12:00 2 図書館と社会教育 広島市立中央図書館　事業課長 佐藤　睦子 講義 対面 〃

8/5 ( 水 ) 12:50-14:20 2 博物館と社会教育 みよし風土記の丘ミュージアム（広島県立歴史民俗資料館） 館長 伊藤　雅哉 講義 対面 〃

8/5 ( 水 ) 14:35-16:05 2 社会教育におけるコーディネート 大分大学教育マネジメント機構基盤教育センター　教授 岡田　正彦 講義 対面 〃

8/5 ( 水 ) 16:20-17:50 2 社会教育におけるネットワーク 大分大学教育マネジメント機構基盤教育センター　教授 岡田　正彦 講義 対面 〃

8/6 ( 木 ) 8:50-10:20 2 社会教育における広報戦略
学校法人広島文化学園法人事務局  広報企画課長
（元・広島市中央公民館長）　 岡田　真次

講義 対面 〃

8/6 ( 木 ) 10:30-12:00 2 NPOと社会教育
滋賀大学教育学部　非常勤講師
（元・大阪市教育委員会生涯学習部市民学習振興課　担当係長） 藤本　隆

講義 対面 〃

8/6 ( 木 ) 12:50-14:20 2 まちづくりと社会教育
滋賀大学教育学部　非常勤講師
（元・大阪市教育委員会生涯学習部市民学習振興課　担当係長） 藤本　隆

講義 対面 〃

8/6 ( 木 ) 14:35-16:05 2 学習成果の評価 広島修道大学人文学部　教授 山川　肖美 講義 対面 〃

8/6 ( 木 ) 16:20-17:50 2 学習成果の活用 広島修道大学人文学部　教授 山川　肖美 講義・演習 対面 〃

8/7 ( 金 ) 10:30-12:00 2 住民自治と社会教育 大正大学地域創生学部　教授 牧野　篤 講義 対面 〃

8/7 ( 金 ) 12:50-14:20 2 これからの社会教育・生涯学習 大正大学地域創生学部　教授 牧野　篤 講義 対面 〃

小　計 30.0

（別表2）
令和8年度社会教育主事講習日程（詳細）
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（別表2）
令和8年度社会教育主事講習日程（詳細）

科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講義の種別 実施方法 認定方法 備考

7/25 ( 土 ) 10:30-12:00 2 社会教育施設の実地視察（1） 演習 対面 レポート

7/25 ( 土 ) 12:50-14:20 2 社会教育施設の実地視察（2） 演習 対面 〃

7/25 ( 土 ) 14:35-16:05 2 社会教育施設の実地視察（3） 演習 対面 〃

7/25 ( 土 ) 16:20-17:50 2 社会教育施設の実地視察（4） 演習 対面 〃

7/28 ( 火 ) 14:35-16:05 2 実地視察の振り返り（1） 演習 対面 〃

7/28 ( 火 ) 16:20-17:50 2 実地視察の振り返り（2） 演習 対面 〃

7/29 ( 水 ) 10:30-12:00 2 実地視察の成果発表・共有（1） 演習 対面 〃

7/29 ( 水 ) 12:50-14:20 2 実地視察の成果発表・共有（2） 演習 対面 〃

7/29 ( 水） 14:35-16:05 2 個人レポート演習事前指導 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 演習 対面 〃

7/29 ( 水） 16:20-17:50 2 個人レポート指導（1）

広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 山内　規嗣
広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 馬場　卓也
広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 杉村　伸一郎
広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 瀧日　滋野
広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花
滋賀大学教育学部　非常勤講師　藤本　隆
広島県立生涯学習センター振興課　社会教育主事　武原 智明
島根県教育庁社会教育課社会教育スタッフ企画幹　安井　寿裕
山口県教育庁地域連携教育推進課　青少年教育班　主査　内山　知憲
広島市船越公民館　館長　湯崎　あゆみ

演習 対面 〃

8/4 ( 火 ) 14:35-16:05 2 学習プログラム演習事前指導（１） 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 演習 対面 〃

8/4 ( 火 ) 16:20-17:50 2 学習プログラム演習事前指導（２） 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 演習 対面 〃

8/7 ( 金） 14:35-16:05 2 個人レポート指導（2） 演習 対面 〃

8/7 ( 金） 16:20-17:50 2 個人レポート指導（３） 演習 対面 〃

8/17 ( 月） 10:30-12:00 2 個人レポートの作成（1） 演習 対面 〃

8/17 ( 月） 12:50-14:20 2 個人レポート中間発表（１） 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 演習 対面 〃

8/17 ( 月） 14:35-16:05 2 個人レポート中間発表（2） 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 演習 対面 〃

8/17 ( 月） 16:20-17:50 2 個人レポートの作成（2） 演習 対面 〃

8/18 ( 火） 10:30-12:00 2 個人レポートの作成（3） 演習 対面 〃

8/18 ( 火） 12:50-14:20 2 個人レポートの作成（4） 演習 対面 〃

8/18 ( 火） 14:35-16:05 2 個人レポートの作成（5） 演習 対面 〃

8/18 ( 火） 16:20-17:50 2 個人レポートの作成（6） 演習 対面 〃

8/19 ( 水） 10:30-12:00 2 個人レポートの発表・共有（1） 演習 対面 〃

8/19 ( 水） 12:50-14:20 2 個人レポートの発表・共有（2） 演習 対面 〃

8/19 ( 水） 14:35-16:05 2 個人レポートの作成（7） 演習 対面 〃

8/19 ( 水） 16:20-17:50 2 個人レポートの作成（8） 演習 対面 〃

8/20 ( 木 ) 10:30-12:00 2 学習プログラム案の作成（1） 演習 対面 〃

8/20 ( 木 ) 12:50-14:20 2 学習プログラム案の作成（2） 演習 対面 〃

8/20 ( 木 ) 14:35-16:05 2 学習プログラム案の発表・共有（1） 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 演習 対面 〃

8/20 ( 木 ) 16:20-17:50 2 学習プログラム案の発表・共有（2） 広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花 演習 対面 〃

小　計 60.0

総　計 150.0

※島根班のみ，
7/26(日)に実施。
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広島県立生涯学習センター振興課　社会教育主事　武原 智明
島根県教育庁社会教育課社会教育スタッフ企画幹　安井　寿裕
山口県教育庁地域連携教育推進課　青少年教育班　主査　内山　知憲

広島県立生涯学習センター振興課　社会教育主事　武原 智明
島根県教育庁社会教育課社会教育スタッフ企画幹　安井　寿裕
山口県教育庁地域連携教育推進課　青少年教育班　主査　内山　知憲

広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 山内　規嗣
広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 馬場　卓也
広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 杉村　伸一郎
広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 瀧日　滋野
広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花
滋賀大学教育学部　非常勤講師　藤本　隆
広島県立生涯学習センター振興課　社会教育主事　武原 智明
島根県教育庁社会教育課社会教育スタッフ企画幹　安井　寿裕
山口県教育庁地域連携教育推進課　青少年教育班　主査　内山　知憲
広島市船越公民館　館長　湯崎　あゆみ

広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 山内　規嗣
広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 馬場　卓也
広島大学大学院人間社会科学研究科　教授 杉村　伸一郎
広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 瀧日　滋野
広島大学大学院人間社会科学研究科　准教授 松田　弥花
滋賀大学教育学部　非常勤講師　藤本　隆
広島県立生涯学習センター振興課　社会教育主事　武原 智明
島根県教育庁社会教育課社会教育スタッフ企画幹　安井　寿裕
山口県教育庁地域連携教育推進課　青少年教育班　主査　内山　知憲
広島市船越公民館　館長　湯崎　あゆみ

月　日
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